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香港から沖縄の友人へのメッセージ
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沖縄を狙うチュチェ思想
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首里城は、沖縄県祖国復帰記念のために再建しよう！
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「唐破風」という日本式建築
唐破⾵とは曲線を連ねた形状の破板を屋根付つけたもの。

【⾸⾥城】

【東⼤寺⼤仏殿】

◎ ⾸⾥城の⼤奥に当たる御内原（おうちばる）という地点から、
⿊く塗られた⾚⽡がいくつも⾒つかった。

◎ マンガンという⿊⾊の鉱物がうわぐすり（釉）として塗られ
ていた。

＜首里城発掘で黒く加工された赤瓦発見＞

＜沖縄の瓦の歴史＞
◎ 琉球にはもともと⾚⽡は存在していなかった。
◎ ⾼麗系⽡やヤマト系⽡など灰⾊や⿊⾊の⽡しかなく、⽡⾃体も
それほど⼀般的ではなかった。

◎ 近世（江⼾時代）以前は⾸⾥城の正殿は⽡ぶきではなく、ヤマ
ト⾵の板ぶき屋根だった。

◎ １８世紀頃になると、琉球でも⽡ぶきの建物がどんどん造られ
ていき、⽡を⼤量⽣産しなくてはならなくなり、⼿間ひまをか
けて製造することができなくなった。

◎ その結果、丁寧に焼いて造られる灰⾊や⿊⾊の⽡ではなく、コ
ストのかからない⾚⽡がたくさん造られた。

◎ ⾚⽡は最初からそれを造ろうとして⽣まれたのではなく、粗製
乱造の結果、⽣まれた。

首里城の瓦は黒かった
ブログ「⽬からウロコの琉球・沖縄史」
（琉球歴史研究家 上⾥隆史⽒）参照

◎ 灰⾊・⿊⾊の⽡しかそれまで存在していなかったため、⾚⽡
は当時の琉球の⼈々には⾮常に不恰好で粗悪なものに⾒えた。

◎ 困った⼈々は⾚⽡をわざと⿊く塗って、当時の⼈たちが考え
る「本来の⽡」のように⾒せかけたのではないかと考えられ
る。

＜赤瓦を黒く塗っていた理由＞
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首里城の大龍柱の向き
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◎ 首里城の大奥に当たる御内原（おうちばる）という地点から、黒く
塗られた赤瓦がいくつも見つかった。

◎ マンガンという黒色の鉱物がうわぐすり（釉）として塗られていた。

＜首里城発掘で黒く加工された赤瓦発見＞

＜沖縄の瓦の歴史＞
◎ 琉球にはもともと赤瓦は存在していなかった。
◎ 高麗系瓦やヤマト系瓦など灰色や黒色の瓦しかなく、瓦自体もそれ
ほど一般的ではなかった。

◎ 近世（江戸時代）以前は首里城の正殿は瓦ぶきではなく、ヤマト風の
板ぶき屋根だった。

◎ １８世紀頃になると、琉球でも瓦ぶきの建物がどんどん造られていき、
瓦を大量生産しなくてはならなくなり、手間ひまをかけて製造すること
ができなくなった。

◎ その結果、丁寧に焼いて造られる灰色や黒色の瓦ではなく、コストの
かからない赤瓦がたくさん造られた。

◎ 赤瓦は最初からそれを造ろうとして生まれたのではなく、粗製乱造の
結果、生まれた。

首里城の瓦は黒かった
ブログ「目からウロコの琉球・沖縄史」
（琉球歴史研究家 上里隆史氏）参照

◎ 灰色・黒色の瓦しかそれまで存在していなかったため、赤瓦は当
時の琉球の人々には非常に不恰好で粗悪なものに見えた。

◎ 困った人々は赤瓦をわざと黒く塗って、当時の人たちが考える「本
来の瓦」のように見せかけたのではないかと考えられる。

＜赤瓦を黒く塗っていた理由＞

【球陽】［附巻0094]【薩州の太守、白銀を発賜して饑ゑたる民人を
済ふ。】旧年の夏秋、颱颶七次あり。十月に至りて、颱風最も暴し、
国、大いに饑饉を致す。王、即ち倉廩を発し、周く人民を済ふ。然れ
ども、春に入り、饑甚だしく、民已に餓殍す。遂に其の事、薩州に聞
ゆ。是れに由りて、薩州太守吉貴公、白銀二万両を寄賜して、以て本
国の餓�を賑済せしむ。

首里城を救った薩摩

【球陽】［附巻0096]【薩州太守、材木を寄賜して、以て宮殿の修造
を補ふ。】先年、王城回禄し、将に宮殿を修造せんとす。而して材木
欠乏す。今、疏文を具し、薩州に求買す。是れに由りて、薩州太守吉
貴公、材木壱万九千五百二十五本を寄賜して、以て禁城宮殿の修造を
補ふ。
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首里城を自己決定権獲得闘争の材料として使い始めた反日勢力

かつては、辺野古移設や米海兵隊のオスプレイ配備を利用して、

県民を扇動しオール沖縄の反米闘争体制を構築されてしまいま
した。

そして、今回は首里城を利用して、オール沖縄の先住民族の権
利獲得闘争に沖縄県民を巻き込もうとしています。

いろんな議論はありますが、それを集約して「県民主体」という
言葉を最大公約数のオール沖縄のスローガンにして

沖縄VS日本政府の対立構図をつくろうとしています。
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※当日参加も可能ですが、資料印刷部数を把握するため、参加の連絡をお願いします。
事務局：TEL:080-5021-8105（仲村覚）
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【会場地図】
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（池袋駅西口より徒歩約10分、南口より約7分）

池
袋
駅

南口

(旧勤労福祉会館)
◎場所：

◎会場分担金＋資料代＝1,500円
�'�உঁฏ౳ਪਐ鲳鳫鲷鱅

＜週末の部＞

（一般社団法人日本沖縄政
策研究フォーラム理事長）

14:00～
研修室2

＜平日の部＞
ྩ࿨ݩ೥ 18:30～

研修室212月18日（水）
ྩ࿨ݩ೥12月18日（水）

〜首里城を救った男たちのドラマ〜

※当日参加も可能ですが、資料印刷部数を把握するため、参加の連絡をお願いします。
事務局：TEL:080-5021-8105（仲村覚）

東京都豊島区西池袋2-37-4
IKEBIZ 6F 多目的ホール

【会場地図】

12月24日(金)
受付:18時 開演：18時30分

令和元年 (旧勤労福祉会館)
会場：

◎参加費 1,500円
6F 多目的ホール(最大250名収容)
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第２部■パネルディスカッション

昭和３５年生まれ。立教大学文

学部卒。日本共産党で筆坂秀
世氏の秘書を務めたが、平成
１６年に日本共産党を除籍され

る。著書に『今すぐ読みたい共
産党の謎』等現在はジャーナリ
ストとして活躍。

篠原常一郎氏 岩田温氏 仲村覚氏

昭和58年生まれ。早稲田大学
政治経済学部政治学科卒業、
同大学院修士課程修了。現在
大和大学政治経済学部政治行

政学科専任講師。近書に『偽
善者の見破り方』（イースト・プ
レス）、 「リベラル」という病奇

怪すぎる日本型反知性主義」
（彩図社）等がある。

日本沖縄政策研究フォーラム

理事長、ジャーナリスト。昭和３
９年、那覇市生まれ。埼玉県在
住。昭和57年、陸上自衛隊少
年工科学校卒業。平成28年、
日本沖縄政策研究フォーラム

を設立。近著に『沖縄はいつか
ら日本なのか』（ハート出版）が
ある。

設立準備シンポジウム

【講師プロフィール】

主催：

協賛：

年明
けに
発足
予定
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ʰதؑੈࢁʱʢͪΎ͏͟Μ͍͔ͤΜʣ͸ɺḈຎࢧ഑Լʹ
͓͍ͯॻ͔ΕͨླྀࠃٿͷॳΊͯͷਖ਼࢙Ͱ͋ΔɻӋ஍ேल
͕Ԧ໋ʹΑΓฤࢊɻ����೥੒ཱɻશר�ɻ࿨จମͰॻ͔
Ε͍ͯΔɻ࿨ྐྵͷ࠾༻΍ɺݯҝேʢ௟੢ീ࿠ʣ͕ླྀٿʹ
ಀΕɺͦͷٿླྀ͕ࢠԦՈͷ࢝૆ॢఱʹͳͬͨͱ͢Δ
ʢʰླྀٿਆಓهʱɺʰอݩ෺ޠʱɺʰฏ࣏෺ޠʱͳͲΛ
΁ಀΕɺٿड़͕͋Δɻҝே͕ླྀهΒΕΔʣݟͱͨ͠ʹߟࢀ
ͦͷॢ͕ࢠఱʹͳͬͨࣄͷਅِ͸ෆ໌͕ͩɺਖ਼࢙ͱͯ͠
ѻΘΕ͓ͯΓɺ͜ͷ࿩͕ͷͪʹۂ௾അۏͷʰ௴આٷு
݄ʱΛ࢈Μͩɻ͜ͷ࿩ʹ͖ͮجɺେਖ਼��೥ʹ͸ҝே্
཮ͷൾ͕ͯݐΒΕͨɻදଆʹʮ্཮ͷൾʯͱࠁ·Εͯɺ
ͦͷࣼࠨΊԼʹ͸͜ͷൾΛͯݐΔ͜ͱʹਚྗͨ͠౦ڷฏ
ീ࿠ͷ໊͕ࠁ·Ε͍ͯΔɻ·ͨɺח૔ນ෎͕ژͨͯݐ
౎ɾݐਔࣉͷจݙʹ΋ʮݯҝே͕ླྀٿʹ౉Γࠃݐͷओͱ
ͳΔʯͱॻ͔Ε͍ͯΔɻ

【中山世鑑】

【琉球神道記】

ʹࠃԦٿʢΓΎ͏͖Ύ͏͠Μͱ͏͖ʣ͸ླྀهਆಓٿླྀ
౉ͬͨ࿧ૐͷାதྑఆ͕ஶͨ͠ॻ෺Ͱ͋Δɻਆಓهͱ୊
͍ͯ͠Δ͕ɺΉ͠Ζຊ஍ਨ᫰Λجͱͨ͠෹ڭతੑ͕֨ڧ
͍ॻ෺ͱͳ͍ͬͯΔɻ·ͨɺḈຎൡ͕৵͢߈ΔҎલͷླྀ
ॏͳ࢙ྉͰ΋͋ΔɻାதʹΑΔوͷ෩ଏͳͲΛ఻͑Δٿ
ࣗචߘຊ͸ژ౎෎ͷାத͕҇ॴଂ͠ɺࠃͷॏཁจԽࡒʹ
ఆ͞Ε͍ͯΔɻࢦ

ʰதੈࢁේʱʢͪΎ͏͟Μ͍ͤ;ʣ͸ɺླྀٿԦ
จͰॻ׽ͷ୅දతͳྺ࢙ॻͷͻͱͭͰ͋Δɻࠃ
͔Εͨྺ୅ࠃԦͷ఻هΛத৺ͱ͓ͯ͠Γɺதࠃ
ͱͷؔ܎Λத৺ʹ·ͱΊͨ෦෼ʢਖ਼רʣͱɺḈ
ຎൡͳͲ೔ຊͱͷؔ܎Λத৺ʹ·ͱΊͨ෦෼
ʢෟרʣͱʹ෼͔Ε͍ͯΔɻ
����೥ʹᤚ୘͕த৺ͱͳͬͯฤ͕ࢊ͸͡·Γɺ
ʰதؑੈࢁʱΛ׽จʹ༁͠෦෼తʹमਖ਼ͯ͠ɺ
����೥ʹ׬੒ͨ͠ɻ͜ΕΛᤚ୘ຊͱݺͿɻఱଙ
ه੷͕ࣄΓɺॢఱԦ͔ΒঘӹԦ·Ͱͷ·࢝ʹࢯ
จʹ͸ʮෟݪ�ʢר�ɺෟרΕ͍ͯΔɻਖ਼͞ࡌ
Εͯ͸͍ͳ͍ʣʹՃ͑ɺঘ๛Ԧͷ͞هʯͱ໌ר
Β੒͍ͬͯΔɻ͔�ר�ਓͷ఻ΛऩΊΔෟࢠ
ͷͪʹᤚ୘ͷࢠͷᤚԹ͕Ճචɺमਖ਼Λ΄Ͳ͜͠ɺ
͞ΒʹԦ෎ܥਤ࠲ʹΑͬͯฤܧ͕ࢊঝ͞Εɺঘ
ହԦ·Ͱͷࣄ੷Λ·ͱΊͨɻ͜ΕΛᤚԹຊͱݺ
ͼɺࡏݱ༻͍ΒΕ͍ͯΔςΫετ͸͜ΕʹΑΔɻ
ਖ਼ר��ɺෟ͔�רΒ੒Δɻᤚ୘ຊ͸ฆࣦ͍ͯ͠
͕ͨɺ����೥ʢত࿨��೥ʣͷௐࠪʹΑΓԭೄ
ത෺ؗॴଂͷᤚԹຊʹࠞೖ͍ͯ͠Δͷ͕ൃཱݝ
Εͨɻ͞ݟ

【中山世譜】

ʰٿཅʱʢ͖Ύ͏Α͏ʣ͸ɺ����೥͔Β����
೥ʹ͔͚ͯླྀٿᅳͷਖ਼࢙ͱͯ͠ฤ͞ࢊΕͨྺ࢙
ॻͰ͋Δɻ

【球陽】

ྺ୅ๅҊʢྺ୅ሟҊɺΕ͖͍ͩ΄͏͋Μʣ͸ɺླྀٿԦ
���ɺ�ूר��จ࢙ྉɻ�ू׽࿥ͨ͠هͷ֎ަจॻΛࠃ
ΒͳΔ͔ר���ͷશר�ɺผूר�ɺ໨࿥ר��ɺ�ूר
͕ɺݱଘ͢Δͷ͸�ूר��ɺ�ूר���ɺ�ूר��ɺ໨
࿥ר�ɺผूר�ͷר���ܭͰ͋Δɻ

【歴代宝案】

【南島志】
ʰೆౡࢤʱ͸ɺ࿡୅ক܉ಙ઒Ոએʹͨ͑࢓৽
Ҫനੴ͕ɺࡍࠃతࢹ໺͔ΒɺΘ͕ࠃʹͱͬͯক
དྷ֎ަ໰୊͕ىΔ΂͖஍Ҭͱͯ͠ɺ՜Ҕͱླྀٿ
ʹ஫͍ͨͯ͠ࢹͷͰ͋Δ͕ɺๅӬࣣ೥	ҰࣣҰ
˓
ʹɺඒཬேఓͱ๛ݟ৓ேڡͷ྆Ԧࢠͱɺਖ਼ಙ
࢛೥	ҰࣣҰ࢛
ʹɺ༩ಹ৓ே௚ͱۚ෢ே༞ͷ྆
Ԧࢠɺ஌೦ே্ͱউ࿈੝༞ͷ྆਌ํɺͦΕʹఔ
ॱଇɺۄ৓ே܆ɺી৴Βͷླྀ࢖ٿઅͱ໘ஊͯ͠
֬ೝͨ͠৘ใͱɺḈຎൡ͔Βௌऔͨ͠৘ใΛͱ
Γ͍ΕɺΘ͕ࠃͷྺ࢙ͱɺதࠃͷจݙͷ૒ํ͔
Β࡯ߟΛՃ͑ͯɺॻ্͖͛ͨ	����೥
΋ͷͰ͋
Δɻ
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王統 琉球国王
天孫氏 125代、１万7802年間、舜天王即位の前年まで
舜天王統 舜天1187-1237 / 舜馬順煕1238-1248 / 義本1249-1259
英祖王統 英祖1260-1299 / 大成1300-1308 / 英慈1308-1313 / 玉城1313-1336 / 西威1336-1349
察度王統（中山王国） 察度1350-1395 / 武寧1396-1405?
帕尼芝王統（北山王国） 帕尼芝1322?-1395? / 珉1396?-1400 / 攀安知1401-1416
大里王統（南山王国） 承察度1337?-1396? / 汪英紫1388-1402? / 汪応祖1403?-1413? / 他魯毎1415?-1429

第一尚氏王統
尚思紹王1406-1421 / 尚巴志王1422-1439 / 尚忠王1440-1444 / 尚思達王1445-1449 / 尚金福王1450-1453 / 
尚泰久王1454-1460 / 尚徳王1461-1469

第二尚氏王統

尚円王1469-1476 / 尚宣威王1477 / 尚真王1477-1527 / 尚清王1527-1555 / 尚元王1556-1572 / 尚永王1573-
1588 / 尚寧王1589-1620 / 尚豊王1621-1640 / 尚賢王1641-1647 / 尚質王1648-1668 / 尚貞王1669-1709 / 尚
益王1710-1712 / 尚敬王1713-1751 / 尚穆王1752-1794 / 尚温王1795-1802 / 尚成王1803 / 尚灝王1804-1834
 / 尚育王1835-1847 / 尚泰王1848-1872
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琉球開關之事（1/3）
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①

天
城
『
琉
球
神
道
記
』
は
天
帝
の
存
在
に
つ
い
て
記
し
て
お
ら
ず
、
シ
ネ
リ
キ
ヨ
と
ア
マ
ミ
キ
ヨ
が｢

天
」
か
ら
下
っ
た
と

し
て
い
る
。

②

阿
摩
美
久
創
世
神
ア
マ
ミ
キ
ヨ
に
漢
字
を
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
ア
マ
ミ
の
人
を
意
味
す
る
ア
マ
ミ
コ
は
琉

球
語
の
三
母
音
化
、
先
行i

母
音
に
よ
る
口
蓋
化
に
よ
っ
て
、
ア
マ
ミ
・
コ→

ア
マ
ミ
・
キ
ヨ→

ア
マ
ミ
・
キ
ュ→
ア
マ

ミ
・
チ
ュ→

ア
マ
ン
・
チ
ュ
、
な
ど
と
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
う
る
ま
市
勝
連
浜
比
嘉
島
に
は
、
ア
マ
ミ
チ
ュ
ー

の
墓
と
伝
わ
る
洞
窟
が
あ
る
。

③

天
帝
天
の
最
高
神
で
万
物
を
創
造
し
て
支
配
す
る
。

④

島
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
島
作
り
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
島
と
は
い
わ
ゆ
る
地
理
的
な
意
味
で
の
島
で
は
な
く
、
琉
球
で
は

集
落
や
地
域
を
シ
マ
と
表
現
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
集
落
の
根
本
的
な
存
在
と
観
念
さ
れ
る
御
嶽
を
指
し
て
シ
マ
と
表

現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤

国
頭
に
辺
土
の
安
須
森
国
頭
村
の
北
端
に
位
置
す
る
辺
土
岳
の
こ
と
。
雄
大
な
カ
ル
ス
ト
タ
ワ
ー
が
四
連
と
な
っ
て
偉
容

を
誇
る
。
『
琉
球
神
道
記
』
に
は
「
国
上
の
深
山
に
ア
ヲ
リ
と
い
う
も
の
が
現
れ
る
山
を
ア
ヲ
リ
岳
と
云
う
。
五
色
鮮
潔
で

種
々
荘
厳
な
り
。
三
つ
の
岳
に
三
本
な
り
。
一
山
を
覆
い
尽
く
す
」
と
出
て
い
る
。

⑥

今
帰
仁
の
カ
ナ
ヒ
ヤ
ブ
『
琉
球
国
由
来
記
』
で
は
「
城
内
上
之
嶽
神
名
テ
ン
ツ
ギ
カ
ナ
ヒ
ヤ
ブ
ノ
御
イ
ベ
」
と
記
さ
れ
る
。

後
掲
尚
巴
志
王
紀
で
、
山
北
王
が
自
刃
の
時
に
宝
剣
千
代
金
丸
で
斬
り
つ
け
た
岩
の
こ
と
。

⑦

知
念
森
南
城
市
知
念
に
所
在
す
る
知
念
城
跡
一
帯
の
聖
域
の
こ
と
。
城
跡
は
切
り
立
っ
た
崖
の
上
に
あ
っ
て
遙
か
に
海
を

見
渡
せ
る
。
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
は
「
ち
為
ね
ん
も
り
く
す
く
あ
ま
み
き
よ
が
の
だ
て
は
じ
め
の
く
す
く
」
と
出
て
い

る
。

⑧

斉
場
御
嶽
南
城
市
知
念
に
所
在
す
る
聖
地
。
聞
得
大
君
の
即
位
お
あ
ら
お
式
で
あ
る
御
新
下
り
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
と
い

う
第
二
尚
氏
王
一
朝
時
代
最
高
の
聖
地
。
ま
た
、
国
王
の
行
幸
で
あ
る
東
御
廻
り
の
経
由
地
の
一
つ
。
セ
ー
フ
ァ
ウ
タ
キ
と

発
音
す
る
。

⑨

數
薩
の
浦
原
南
城
市
玉
城
の
海
岸
か
ら
国
道
三
三
一
号
に
か
け
て
の
雑
木
林
に
ま
で
広
が
る
聖
地
。
森
の
中
の
小
道
を
塞

ぐ
よ
う
に
薮
薩
御
嶽
が
あ
る
。
あ
が
り
う
ま
ー
い

⑩

玉
城
ア
マ
ッ
ヅ
南
城
市
玉
城
の
玉
城
城
跡
に
所
在
す
る
聖
地
。
天
の
頂
、
若
し
く
は
雨
粒
ア
マ
ッ
ヅ
を
意
味
す
る
と
い
う

説
も
あ
る
。

⑪

久
高
コ
バ
ウ
森
知
念
半
島
の
東
に
浮
か
ぶ
久
高
島
に
所
在
す
る
聖
地
。
フ
ボ
ー
御
嶽
と
い
う
。
こ
の
島
で
十
二
年
に
一
度

行
わ
れ
て
い
た
イ
ザ
イ
ホ
ー
の
祭
は
有
名
で
あ
る
。

⑫

首
里
森
那
覇
市
首
里
の
首
里
城
に
所
在
す
る
聖
地
。
奉
神
門
の
ほ
ぼ
正
面
に
あ
っ
た
。
次
項
の
真
正
和
、
も
ろ
さ
う
し
』

で
頻
出
す
る
御
嶽
。
復
元
さ
れ
て
い
る
。

⑬

真
玉
森
正
殿
南
西
側
の
京
の
内
と
い
う
区
画
に
あ
っ
た
。
前
項
参
照
。
後
掲
尚
円
王
紀
に
お
い
て
、
こ
の
聖
地
で
尚
徳
王
の

世
子
が
殺
害
さ
れ
た
と
語
る
。

⑭

島
々
国
々
の
嶽
々
森
々
御
嶽
や
森
と
い
う
の
は
各
村
に
一
つ
以
上
は
存
在
し
て
い
る
村
の
聖
地
で
あ
る
。

⑮

君
々
神
が
寄
り
つ
く
神
女
の
こ
と
で
あ
る
。
高
級
神
女
。

⑯

ノ
口
中
央
首
里
の
君
々
が
大
神
女
聞
得
大
君
に
仕
え
る
高
級
神
女
と
す
れ
ば
、
ノ
ロ
は
中
央
の
高
級
神
女
に
仕
え
る
地
方

神
女
で
あ
る
。

①

②

③

④

⑧

⑥

⑨

⑦

⑩

⑤

⑪

⑫

⑬

⑮

⑭

⑯
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琉球開闢七御嶽

•⾸⾥真⽟森御嶽（しゅいまだむいうたき）:⾸⾥城内

•安須森御嶽（あすむぃうたき）:国頭村辺⼟

•クボウ御嶽：今帰仁村今帰仁城内

•斎場御嶽（せーふぁうたき）:南城市知念

•薮薩御嶽（やぶさつうたき）:南城市⽟城

•⾬つづ天つぎ御嶽（あまつづてんつぎうたき）:南城市⽟城、⽟城城内

•クボー御嶽（くぼーうたき）:南城市知念（久⾼島）
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①

キ
ミ
マ
モ
ノ
『
琉
球
神
道
記
』
に
「
守
護
の
神
現
れ
キ
ン
マ
モ
ン
と
称
す
。
こ
の
神
は
海
底
を
宮
と
す
る
。
毎
月
現
れ
て
神
託
が
あ
り
、
所
々
の
拝
林
に
遊
び

給
う
」
と
あ
る
。

②

オ
ボ
ツ
カ
グ
ラ
の
神
『
琉
球
神
道
記
』
に
「
キ
ン
マ
モ
ン
に
陰
陽
の
二
神
あ
り
。
天
よ
り
下
り
給
う
を
ギ
ラ
イ
カ
ナ
イ
ノ
キ
ン
マ
モ
ン
と
称
し
て
、
海
よ
り
上

り
給
う
を
オ
ボ
ツ
カ
グ
ラ
ノ
キ
ン
マ
モ
ン
と
称
す
。
全
て
弁
才
天
な
り
」
と
出
て
い
る
。
『
世
鑑
』
で
は
、
オ
ボ
ツ
カ
グ
ラ
を
天
神
、
ギ
ラ
イ
カ
ナ
イ
を
海
神

と
し
て
お
り
、
逆
で
あ
る
。
蔡
露
本
『
中
山
世
譜
』
も
『
世
鑑
』
の
記
述
を
引
き
継
い
で
い
る
。
或
い
は
、
『
琉
球
神
道
記
』
の
記
述
が
古
形
を
伝
え
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

③

ギ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
前
項
参
照
。
現
在
、
東
方
の
楽
土
と
解
さ
れ
て
い
る
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
古
形
で
あ
ろ
う
。

④

キ
ミ
テ
ヅ
リ
『
琉
球
神
道
記
』
に
「
又
新
神
出
給
う
。
キ
ミ
テ
ヅ
リ
と
申
す
。
現
れ
る
前
に
国
上
の
深
山
に
ア
ヲ
リ
と
云
う
物
が
出
現
す
る
。
そ
の
山
を
ア
ヲ

リ
岳
と
い
う
」
と
出
て
い
る
。
キ
ミ
テ
ヅ
リ
を
神
と
誤
解
し
た
の
は
袋
中
で
、
そ
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
こ
こ
で
も
踏
襲
し
て
い
る
。
キ
ミ
テ
ッ
リ
は
神
名
で
は

な
く
、
祭
式
の
名
称
で
あ
る
。

⑤

十
四
日
間
原
文
「
二
七
日
」
は
十
四
日
間
の
こ
と
。

⑥

託
遊
神
が
神
女
に
憑
依
し
て
祭
式(

神
遊
び)

を
行
う
こ
と
。

⑦

ヲ
モ
ロ
琉
球
史
料
叢
書
で
は
「
ヲ
モ
ル
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
琉
球
国
神
道
記
』
は
御
唄
と
表
記
し
て
オ
モ
リ
と
ル
ビ
を
ふ
っ
て
い
る
。
守
護
の

神
キ
ン
マ
モ
ン
が
現
れ
る
と
き
に
唱
う
唄
と
し
て
い
る
。
全
土(

イ
ン
ド)

の
唄
の
如
し
と
記
述
し
て
い
る
。
「
全
土
の
唄
」
と
は
梵
唄
ボ
ン
バ
イ
の
こ
と
で
、
法

会
の
と
き
の
声
明
シ
ョ
ウ
ミ
ョ
ウ
の
一
種
。

⑧

託
宣
神
の
お
告
げ
の
こ
と
。

⑨

新
懸
『
琉
球
神
道
記
』
に
「
七
年
一
回
の
新
神
は
二
七
日
の
御
託
な
り
。
遠
海
諸
嶋
僉
議
な
く
し
て
同
日
同
時
の
出
現
な
り
」
と
で
て
い
る
。
ま
た
、
原
文
で

は
「
敬
神
ア
ル
者
ノ
家
家
ハ
来
格
有
テ
寿
ヲ
シ
給
ヘ
ケ
ル
カ
」
と
あ
り
、
琉
球
史
料
叢
書
で
は
「
敬
神
ア
ル
者
の
家
々
ハ
来
梳
有
テ
寿
ヲ
シ
ヘ
ケ
ル
ヤ
」
と
あ

る
が
、
来
梳
と
い
う
言
葉
は
無
い
の
で
、
同
書
の
校
訂
者
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
カ
を
ヤ
と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

⑩

荒
神
『
琉
球
神
道
記
』
に
「
一
紀
一
回
の
荒
神
も
又
二
七
日
を
期
と
す
」
と
出
て
い
る
。

⑪

ゆ
が
ん
だ
者
を
正
し
く
し
た
原
文
「
使
諸
枉
者
直(

諸
の
枉
れ
る
者
を
直
に
な
ら
し
め
た)

」
の
典
拠
は
『
論
語
』
顔
淵
。

⑫

奥
原
文
「
ワ
ウ
」
。
蔡
鐸
本
『
中
山
世
譜
』
で
は
奥
と
漢
訳
さ
れ
、
原
田
禹
雄
氏
は
奥
を
地
先
の
小
島
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

⑬

四
兇
族
原
文
「
舜
誅
四
鬼
」
の
四
兇
と
は
帝
鴻
氏
、
少
皞
氏
、
顓
頊
氏
、
縉
雲
氏
の
不
才
子
の
こ
と
で
、
舜
は
堯
の
摂
政
と
な
っ
て
、
四
兄
族
を
辺
境
の
地
に

配
流
し
た
。
典
拠
は
『
史
記
』
五
帝
本
紀
第
一
。

⑭

孔
子
が
少
正
を
誅
し
た
原
文
「
孔
子
誅
少
正
卯
」
は
、
孔
子
が
魯
の
宰
相
と
な
っ
た
と
き
、
国
の
大
夫
で
国
政
を
乱
し
て
い
た
少
正
卵
を
殺
し
た
ら
、
魯
の
国

が
政
治
が
良
く
な
っ
た
と
い
う
故
事
。
典
拠
は
『
史
記
』
孔
子
世
家
。

⑮

公
平
で
厳
し
い
措
置
を
取
る
原
文
「
能
愛
人
能
惡
人(

よ
く
人
を
愛
し
、
よ
く
人
を
悪
む)

」
は
『
大
学
』
傳
十
章
に
あ
る
。

⑯

浦
マ
ワ
リ
『
混
効
験
集
』
に
ウ
ラ
マ
ハ
リ
は
「
浦
々
巡
行
之
事
を
云
」
と
で
て
い
る
。

⑰

浦
々
海
岸
沿
い
の
村
々
の
こ
と
。

⑱

巡
狩
天
子
が
諸
侯
の
国
の
政
情
を
見
ま
わ
る
こ
と
。

⑲

与
那
原
の
ミ
ヲ
ヤ
ダ
イ
リ
ミ
ヲ
ヤ
ダ
イ
リ
は
蔡
鐸
本
『
中
山
世
譜
』
は
「
公
事
」
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。
与
那
原
町
の
浜
で
行
わ
れ
る
公
事
の
こ
と
で
あ
る
が
、

現
在
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い
な
い
。

⑳

聞
得
大
君
君
々
の
頂
点
に
立
つ
最
高
女
神
官
。
初
代
の
聞
得
大
君
は
第
二
尚
氏
王
朝
の
始
祖
尚
円
の
娘
オ
ト
チ
ト
ノ
モ
イ
カ
ネ
で
あ
る
。

21

月
の
ミ
ヲ
ヤ
ダ
イ
リ
こ
の
神
は
『
琉
球
神
道
記
』
に
記
述
は
な
い
が
、
或
い
は
キ
ミ
マ
モ
ン
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

22

カ
ナ
イ
ノ
キ
ミ
マ
モ
ン
前
掲
の
ギ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
で
あ
ろ
う
か
。
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
は
ミ
ル
ヤ
、
ニ
ル
ヤ
の
同
義
語
と
し
て
頻
出
し
て
い
る
。
神
女
で

あ
る
。
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①

久
高
島
知
念
半
島
の
東
に
浮
か
ぶ
島
。

②

知
念
大
川
チ
ネ
ン
ウ
ッ
カ
ー
と
い
う
。
前
掲
知
念
森
の
西
方
に
位
置
す
る
。
本
文
で
は
こ
の
「
ウ
ッ
カ
ー
の
後
ろ
、
又
玉
城
ヲ
ケ
ミ
ゾ
に
稲
を
植
え
た
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ウ
ッ
カ
ー
の
後
ろ
の
玉
城
フ
ケ
ミ
ゾ
に
植
え
た
と
も
読
め
る
が
、
両
者
は
位
置
的
に
離
れ
て
い
る
の
で
、
ウ
ッ
カ
ー
の
後
ろ
と
玉
城
ブ
ケ
ミ
ゾ
の
両
方
に
植
え

た
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
知
念
大
川
の
後
方
に
は
ウ
フ
ァ
カ
ル
と
い
う
水
田
が
あ
る
。

③

玉
城
ヲ
ケ
ミ
ゾ
南
城
市
玉
城
の
海
岸
近
く
に
あ
る
型
地
。
現
在
も
水
田
が
あ
り
、
受
水
と
い
う
湧
き
水
が
御
穂
田
へ
、
走
水
が
親
田
に
流
れ
込
む
。

④

二
月
の
久
高
へ
の
行
幸
歴
代
国
王
は
一
年
お
き
に
久
高
島
に
参
詣
し
た
が
、
「
世
』
が
編
纂
さ
れ
た
約
四
半
世
紀
後
、
向
築
資
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。

⑤

四
月
の
知
念
、
玉
城
へ
の
行
幸
項
の
久
高
島
へ
の
行
幸
に
引
き
続
き
、
国
王
は
四
月
に
知
念
、
玉
域
へ
参
詣
し
た
。
東
通
り
と
い
っ
た
が
、
向
象
賢
に
よ
っ
て
廃
止
さ

れ
た
。

⑥

根
本
に
立
ち
返
っ
て
そ
の
恩
に
報
い
る
原
文
「
報
本
返
始
」
は
『
礼
記
』
郊
特
性
の
報
本
反
始
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
。

⑦

丙
午

南
宋
の
海
、
十
三
年(

一
八
六)

の
こ
と
で
あ
る
。
則
ち
昇
天
の
即
位
の
前
年
ま
で
天
孫
氏
の
王
朝
が
続
い
た
、
と
し
て
い
る
。

⑧

初
め
て
経
営
し
て
城
を
築
い
た
の
で
古
里
首
里
の
語
源
を
説
明
を
し
て
い
る
。
首
は
ハ
ジ
メ
、
里
は
サ
ト(

村)

の
意
で
、
即
ち
首
里
と
は
初
め
て
の
城
邑
で
あ
る
と
記

述
し
て
い
る
。
し
か
し
、
元
々
シ
ュ
リ
若
し
く
は
シ
ュ
イ
と
い
う
何
ら
か
の
意
を
持
っ
た
音
に
後
世
た
ま
た
ま
西
里
と
英
字
を
あ
て
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
向
象
賢
の

説
明
は
逆
で
あ
ろ
う
。

⑨

琉
虬

虬
と
は
想
像
上
の
動
物
で
の
子
で
角
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
う
ね
る
様
を
表
す
。
夏
子
陽
の
『
使
琉
球
録
』
を
引
用
し
た
総
説
の
原
文
は
「
地
界
萬g

間
述

而
望
之
塔
旋
成
城
若
丸
淳
水
中
故
因
以
名
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
夏
子
隣
の
使
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
て
、
血
の
文
字
は
見
え
る
が
龍
の
字
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
部
分
の
原
文
に
は
「
黄
薄
間
ヨ
リ
、
此
地
ブ
ル
レ
バ
、
乱
部
ノ
水
中
ニ
テ
ガ
如
シ
。
、
席
人
、
流
此
ト
ハ
名
付
ル
也
」
と
あ
り
、
幅
は
向
象
賢
が
付
加
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

⑩

通
事

通
訳
の
こ
と
。

⑪

有
熊
氏

五
帝
の
一
人
、
黄
帝
の
号
で
あ
る
。

琉球開關之事（3/3）

①

②

③

④

⑧

⑪

⑨

⑦

⑩

⑤

⑥

中山世鑑
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本来、神社に社殿はなかった

神社の起源は、磐座（いわくら）や神の住
む禁足地（俗に神体山）などでの祭事の際に
臨時に建てた神籬（ひもろぎ）などの祭壇で
あり、本来は常設ではなかった。例としては
沖縄の御嶽（ウタキ）のようなものだったと
考えられる。
創建が古い神社には現在も本殿がないもの
があり、磐座や禁足地の山や島などの手前に
拝殿があるのみの神社、社殿が全く無い神社
がある。「神社には常に神がいる」とされた
のは、社殿が建てられるようになってからだ
と言われる。

＜神社-起源(wikipedia）より＞ ＜残存例：日本最古の神社花の窟（はなのいわや）神社＞

神々が眠る日本最古の地・花の
窟花の窟は、神々の母である伊弉
冊尊（イザナミノミコト）が火
神・軻遇突智尊（カグツチノミコ
ト）を産み、灼かれて亡くなった
後に葬られた御陵です。平成16年
7月に花の窟を含む「紀伊山地の
霊場と参詣道」が世界遺産に登録
されました。
花窟神社（花の窟神社）は日本書
紀にも記されている日本最古の神
社といわれており、古来からの聖
地として今に続く信仰はあつく、
全国から多くの参拝者がお越しに
なります。花の窟では年2回、例
大祭を行います。神々に舞を奉納
し、日本一長いともいわれており
ます約１７０メートルの大綱を岩
窟上４５メートル程の高さの御神
体から境内南隅の松の御神木にわ
たします。この「御綱掛け神事」
は、太古の昔から行われており
「三重県無形文化指定」されています。
（世界遺産花の窟より）

本殿は神がいるとされる神聖な場所である
ため、瑞垣などで囲われたり、覆屋が造られ、
普段はその内部をみられないことが多い。一
部の神社では山や岩を神体として崇めるため、
本殿を持たず、神体を直接拝むための拝殿の
みがあるところ（大神神社・金鑚神社など）
や拝殿も持たない（檜原神社や湯殿山神社）
ところもある。このように、社殿のない神社
が本来の形式であったと考えられる。

＜神社建築-概要(wikipedia）より＞



Okinawa Policy Research Forum of Japan

一般社団法人

語り継がれた為朝伝説

①

舜
天
王
原
文
で
は
題
名
に
お
い
て
、
王
の
字
は
無
い
が
本
書
で
は
付
加
し
た
。

②

尊
敦
『
中
山
世
譜
』
で
は
舜
天
の
神
名
、
神
号
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
『
世
鑑
』
で
は
本
文
の
と
お
り
舜
天
尊
敦
と
出
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。

③

六
孫
王
清
和
源
氏
の
始
祖
源
経
基
。

④

践
祚
位
に
つ
く
こ
と
。
即
位
。
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南走平家伝説

◎鹿児島県大島郡（奄美群島）
平家一門の平資盛が、壇ノ浦の戦いから落ち延びて約3年間喜界島に潜伏。弟の
平有盛、いとこの平行盛と合流して、ともに奄美大島に来訪したという。2005
年に平家来島800年記念祭が行われた。柳田國男は「モリ」というのは郷土の神
の名であり、後世になってこの伝説は作られたのではないかと考えているが異論
も多い。
喜界町志戸桶（喜界島）、奄美群島に到着した平家が最初に築いたといわれる七
城跡がある。
喜界町早町、源氏警戒のため築いた城跡がある、平家森と呼ばれている。
奄美市名瀬浦上（奄美大島）、有盛を祀った平有盛神社がある、有盛が築いた浦
上城跡と言われている。
瀬戸内町諸鈍（加計呂麻島）、資盛を祀った大屯（おおちょん）神社がある。
龍郷町戸口（奄美大島）、行盛が築いた戸口城跡がある。現地には行盛を祀った
平行盛神社もあるが、城跡とは離れている。
龍郷町今井崎（奄美大島）、行盛により今井権田大夫が源氏警戒のため配された。
今井権現が建っている。
奄美市笠利町蒲生崎（奄美大島）、有盛により蒲生佐衛門が源氏警戒のため配さ
れた。

◎運天港（沖縄県国頭郡今帰仁村）
『おもろさうし』の「雨降るなかに大和の兵団が運天港に上陸した」とある記述
は「平維盛が30艘ばかり率いて南海に向かった」という記録を基に平維盛一行の
ことだとされることがあり、いわゆる「南走平家」の祖として沖縄史では盛んに
議論が行われている。

◎沖縄県宮古島狩俣
落武者の物という古刀など遺品が伝わる。また平良という地名は平家
の姓に由来するものという。

◎沖縄県竹富島
赤山王は平家の落人で、竹富島に流れ着いたとの言い伝えがある。な
ごみの塔は居城跡とされる。

◎沖縄県西表島
16世紀初頭の豪族慶来慶田城用緒は、平家の末裔であると称していた
ことが知られる。

喜界島

加計呂麻島

奄美大島

運天港

西表島

竹富島

宮古島
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琉球(王)国のグスク及び関連遺産群
今帰仁城跡（なきじんじょうあと）

13?14世紀頃に造られた、標高約100ｍの場所に位置する山城で、その周りは断崖になっており、難攻不

落の城でした。三山時代の北山王の居城でしたが、1416年に尚巴志に侵攻され、その後は首里王府の北

山監守の居城となります。

住所／今帰仁村今泊4874　電話／0980-56-4400（今帰仁城跡管理事務所）

勝連城跡（かつれんじょうあと）

勝連城は11世紀から12世紀頃に築城されました。城主は琉球王国に対する最も有力な按司だった阿麻和

利（あまわり）の居城でした。阿麻和利は王権の奪回を図り首里城を攻めますが、大敗して滅びた。

住所／うるま市勝連町字平安名3032　電話／098-978-2227（勝連町教育委員会）

中城城跡（なかぐすくじょうあと）

中城城は、首里王府の命令を受けた護佐丸が、勝連城主・阿麻和利を牽制するため移り住んだ城です。

城壁は地形を生かした作りになっており、その築城技術は歴史的に高い評価を受けています。

住所／北中城村大城503　電話／098-935-5791（中城城跡共同管理協議会）

斎場御嶽（せいふぁうたき）

斎場御嶽は、琉球王国最高の聖域で、アマミキヨという神がつくった、国はじめの七御嶽の1つと伝え

られています。現在も人々の信仰の対象となっており、御願に来る人が後を断たない。辺りには厳粛な

雰囲気が漂う。

住所／南城市知念字久手堅2サヤハ原　電話／098-948-1149（知念村教育委員会）

園比屋武御嶽石門（そのひゃんうたきいしもん）

園比屋武御嶽は、守礼門と首里城歓会門の間にあり、国王が外出する際に道中の無事を祈った場所で

す。石門には琉球石灰岩が用いられており、1519年に竹富島の名工・西塘（にしとう）が造ったとされ

る。

住所／那覇市首里真和志1-7　電話／098-853-5776（那覇市教育委員会文化財課）

識名園（しきなえん）

識名園は、池の周りを歩きながら景色の移り変わりを楽しむことを目的とした回遊式庭園で、1799年外

国使臣の歓待や国王一家の保養のために建てられた。大きな池に浮かぶ島には中国風東屋の六角堂、琉

球石灰岩で造られたアーチ橋は必見。

住所／那覇市真地御殿原　電話／098-855-5936（識名園管理事務所）

首里城（しゅりじょう）

首里城は尚巴志（しょうはし）によって三山が統一された1429年から1879年まで、 歴代国王の居城で

した。過去沖縄戦を含め4回全焼したが沖縄の本土復帰20周年にあたる1992年再建されました。

住所／那覇市首里金城町1-2　電話／098-886-2020

玉陵（たまうどぅん）

第二尚氏王統歴代の墓陵。1501年に尚真王が父、尚円王の遺骨を納めるために造った墓。玉陵は作りを

首里城正殿に似せており、墓室前には獣や花などを彫った石欄が取り付けられている。

住所／那覇市首里金城町1-3　電話／098-885-2861

座喜味城跡（ざきみしろあと）

座喜味城は15世紀の始め頃、名築城家・護佐丸によって築城されました。独特の曲線を描いて積まれた

城壁は、「あいかた積み」と呼ばれる技法です。また、アーチ型の石門は沖縄で最も古いものと言われ

ています。

住所／読谷村座喜味708　電話／098-958-3141（読谷村立歴史民族資料館）
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グスク時代と三山時代
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ʢ҈ऀྗݖͷಋೖʹΑͬͯɺ༗ྗͳࡁܦͷ՟ฎ͜ʹߋ
࢘ʣͷग़ݱΛΈͨͷͰ͋Δʢ໦Լ����ʀ໦Լฤ����ʀ
ɾ૙����ʣɻٶߴ

【グスク時代の開元通宝】
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喜界島ショック=城久遺跡群 （ぐすくいせきぐん）
南島史が塗り替わる 環東シナ海交易の結節点 ˙ಛҟͳྺ࢙తͳҐஔ

ʰ೔ຊུلʱͷ௕อݩ೥ʢ���೥ʣ�݄��೔ͷ͞ࡌهʹࣄهΕ͍ͯΔɺଠ࠻෎
͕௥౼ʹ੒ޭͨ͠ͱ͍͏وկౡͷೆ൮͸͸ΩΧΠΨγϚͰتքౡͷ͜ͱΛࣔ͢ͱ
ل຤ʹ͸೔ຊͷʮ಺ଆʯ͕ͩͬͨɺ��ੈلΒΕ͓ͯΓɺ࢙ྉ্ʹॳΊͯ��ੈ͑ߟ
ʹ͸ʮ֎ଆʯͷҟࠃͱͯ͠ͱΒ͑ΒΕ͍ͯͨɻʰڸ࠺ޗʱʹΑΔͱɺఱ͔ߖΒᩅ
੹ʢ͚Μ͖ͤʣΛड͚ͨฏ஧͕ܠΩΧΠΨγϚʹஞిͨ͠΄͔ɺܦٛݯҰຯ͕Ӆ
Ε͍ͯΔͱͷٙ೦ͳͲ͔Βݯཔே͸ΩΧΠΨγϚΛ੐౼ɺ஍಄৬Λઃఆͨ͠ɻͩ
͕ɺʰඬ౸ྲྀهࠃٿʱͷهड़ͳͲ͔Β��ੈل΋ҟࠃͱͷೝࣝ͸ଓ͘ɻͳ͓ɺढ़׮
Β͕ྲྀ͞Εͨʮَքϲౡʯ͸ࣛࣇౡࡾݝౡଜͷེԫౡͱ͍͏ͷ͕Ӭڭࢁ་ͷݟղ
ͩɻ
ͷؒͰԄඒେౡ΍ٿ͸Ḉຎͱླྀʹل੒͞Εɺ��ੈܗ͕ࠃٿླྀʹ͸ԭೄʹلੈ��
քౡت෬ɻ߱ʹٿΔɻԄඒେౡ͸����ʙ����೥͝Ζླྀ͜ىքౡΛ८Γ૪͍͕ت
͸ઓ͍ଓ͚����೥ʹླྀٿͷࢧ഑ԼʹೖΔɻḈຎ΄͔ೆ۝भͷॾ੎ྗͷࢧԉΛड͚
Δ͜ͱͰ࣋ͪͨ͑͜Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨՄೳੑ͕࢙ྺͨ͠͏͍͜ߴతจ຺Λ౿·͑Δ
ͱɺتքౡͰ��ੈلʹ੡మ͕ߦΘΕͨ͜ͱͷҙຯ߹͍ΛͲ͏ͱΒ͑Ε͹͍͍ͷͩ
Ζ͏͔ɻ
Ӭڭࢁ་͸��ੈޙل൒͔Β��ੈلʹ͔͚ͯౡ֎͔ΒಘͨେྔͷوॏͳҨ෺͕ग़
౔͍ͯ͠Δ͜ͱͳͲ͔ΒʮتքౡͰੜͨ͠࢈మΛɺԄඒॾౡ΍ԭೄॾౡʹྲྀ௨͞
ͤΔ͜ͱͰɺରՁͱͯ͠ͷೆౡ࢈඼ʢ໷ޫ֋ɺ๏ཐ֋ɺ੺໦౳ʣΛ֫ಘ͠ɺͦΕ
Λ۝भҎ๺΁ചΔ͜ͱͰརӹΛಘ͍ͯͨ੎ྗ͕͋ͬͨʯ͜ͱʹண໨ɻʮͦͷӨڹ
͸ླྀٿԦܗࠃ੒ͷ໰୊ʹ͔͔Θͬͯ͘ΔͷͩΖ͏ʯͱ࿩͢ɻ
ຊ౔Ͱ͸Ҵ࡞ͱమثͷྲྀೖʹΑͬͯೄจ͔Β໻ੜʹ࣌୅͕େ͖͘సͨ͠׵Α͏
ʹɺమث͸ਓʑͷ฻Β͠ΛҰมͤ͞Δɻଜ্ڭत͸ʮԦ͕ࠃ੒ཱ͢ΔҎલͷԭೄ
Ͱ΋మͱถ͸ॏཁͳඞཁ෺ͨͬͩࢿΖ͏ʯͱࢦఠɻʮຊ౔Ͱ͸͑ߟΒΕͳ͍΄Ͳ
஁໶࿍͕ଟ͘ɺ੡మ·Ͱू͏ߦதੜ࢈Λ͓ͯ͠Γɺتքౡʹͱͬͯమ͸ԭೄʹର
͢Δॏཁͳઓུ෺ࢿʹͳ͍ͬͯͨͷͰ͸ͳ͍͔ʯͱਪଌ͢ΔɻమثΛ҆ఆతʹख
ʹೖΕΔखஈΛ֬อͨ͠੎ྗ͕ླྀٿԦࠃͷ੒ཱʹେ͖ͳӨڹΛ༩͑ͨ͜ͱ͸૝૾
ʹ೉͘ͳ͍ɻʢ����������೔ܦΤϯλϝྺ࢙ത࢜ΑΓҾ༻ɺࣥච ຊా׮੒ʣ

Ҩٱ཭ʹ͋Δɻ৓ڑۙࢸΔ͑ݟʹքౡ͸Ԅඒେౡͷ౦໿��Ωϩɻౡ಺͸Ԅඒେౡ͕ؒۙ͘͝ت
੻܈ େن໛ͳूམ੻Ͱɺฏ੒��೥ʢ����೥ʣʹௐ͕ࠪ։࢝͞Εͨɻೆ੢ॾౡͰॳΊͯͱͳΔҨ
෺͕࣍ʑʹ͔ͭݟΔதɺͱΓΘ͚஫໨ΛूΊ͍ͯΔͷ͕੡మ࿍੻ͩɻ
Λ࣋ͭ୆஍্ʹ͋Δ่Ϧʢͣ͘ΓʣҨ੻ͩɻ�೥લࣼ܏ॳʹ֬ೝ͞Εͨͷ͸ౡೆ੢෦ͷ؇΍͔ͳ࠷
ʹమᕥʢ͍͞ʣͱݺ͹ΕΔమͷੜ࢈΍Ճ޻Λ͢Δ࣌ʹग़Δమ͕ͣ͘େྔʹग़౔ɻ࠭మΛ࿍Ͱ༹͔
ͯ͠మΛऔΓग़͢ࡍʹྲྀΕग़Δྲྀಈᕥͱɺ࿍಺Ͱग़དྷΔཹ࢒ᕥ͕͋Δ͜ͱ͕൑໌ͨ͠ɻ
શ௕��ϝʔτϧ෯�ϝʔτϧͷߔͷԆ௕ઢ্ʹ͸మᕥΛഉग़ͤ͞Δԁܗ౔ج�ߔʢ௚ܘ���ϝʔτ
ϧͱ௚ܘ�ϝʔτϧʣΛ֬ೝɻ͞Βʹɺ೪౔ΛݻΊͨ࿍นͷഁย͔Β൑அͯ͠͞ߴ໿��ηϯνͷ
੡మ࿍͕͋ͬͨͱਪଌ͞Ε͍ͯΔɻग़౔ͨ͠౔͔ثΒ��ੈلͷҨߏͱ͍͏ɻ͜ͷؒͷࣄ৘ʹ͍ͭ
ηϯڀݚ୅మจԽݹ௕͸ʮѪඤେ౦ΞδΞ܎ࡒҭҕһձͷ੅ా௚හຒଂจԽڭքொتݝౡࣇࣛͯ
λʔ௕ɺଜ্ګ௨ڭतͷࢦಋΛड͚ͳ͕Β࣌ؒΛ͔͚ɺ৻ॏʹௐࠪΛਐΊͨɻ่ϦͰ͚ͭݟΔҎ
લʹɺమࡐ΍ݹమͳͲΛ৽ͨͳమثʹՃ͢޻Δ஁໶ͷͨΊͷ࿍ͱࠐ͍ࢥΜͰ͍ͨେ΢ϑҨ੻Ͱ΋
Ͱ͋Δ͜ͱ͕෼͔ͬͨʯͱઆ໌͢ߏͱ͜ΖɺΑΓେ͕͔Γͳ੡మؔ࿈ͷҨ෺΍ҨͨͬߦΛ౼ݕ࠶
Δɻ
ౡதԝ෦ͷߴ୆ʹҐஔ͢Δ৓ٱʢ͙͘͢ʣҨ੻܈͸�ੈ͔لΒ��ੈلʹ͔͚ͯຊ౔΍ೆ੢ॾౡɺ
தࠃେ཮ɺؖ൒ౡͱͷަྲྀΛࣔ͢౔ث΍ಃثɺ࣓ثͳͲͷҨ෺͕େྔʹൃ͞ݟΕ͍ͯΔɻͦͷத
ͷେ΢ϑҨ੻Ͱ͸ɺ��ฏํϝʔτϧͷൣғͰ੡మ΍஁໶ؔ࿈ͷҨूج��͕ߏத͔ͯͨͬͭ͠ݟɻ
Ε͓ͯΓɺ࿍นΛཱͯͨ੡మ࿍͕͋ͬͨͱݱԹͰ೤ͤΒΕͨম౔੻ʹ͸ಠಛͷްΈͱඃ೤౓͕ߴ
ਪଌ͞Ε͍ͯΔɻਫ਼࿉͔Β஁଄ɺమث੡࡞·ͰͷҰ࿈ͷू͕ۀ࡞தͯ͠ߦΘΕ͍ͯͨΑ͏ͩɻ୸
ૉ೥୅ଌఆͳͲ͔Β��ʙ��ੈلલ൒ࠒͷҨߏͱΈΒΕΔɻ

喜界島

日宋貿易と南島貿易のルート

埋葬跡 白磁・カムイヤキ（右）
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報告された貨幣状の出土遺物は計１０点で、すべて鍛造（たんぞう）（金
属をたたいて成形する方法）製の銅貨。２０１３年度に実施した城跡南東側
に位置する場所（四の曲輪東区）の遺構調査で確認された。
専門家や文献による検討を踏まえ、１０点中４点はローマ帝国、１点はオ
スマン帝国の貨幣であることが判明した。そのうち、２点のローマ帝国貨幣
は推定１４～１５世紀、１点のオスマン帝国貨幣は推定１７世紀の地層から
確認されている。残り５点は時代や国が不明。
特定された貨幣の大きさは、最大がオスマン帝国のもので直径約２センチ、
最小で直径約１・６センチ。分析の結果、表面にはローマ文字やアラビア文
字、コンスタンティヌス１世の肖像などがあしらわれているとしている。
市教委は、国内の遺跡からローマ、オスマン帝国の貨幣が確認されるのは
初のケースだろうと説明。勝連城跡に関わる何らかの人物が、交易や交流な
どにより東アジア世界を経由して入手した可能性があるとして、今後経路の
検討作業を進める予定。
会見に同席した同市の島袋俊夫市長は「西洋世界に関わる資料は、現在ま
で県内で発見されていない。琉球史と日本史のみならず、世界史研究全般の
進展に大きく寄与する重要な発見だ」と意義を強調した。
市教委は１１月２５日まで、市立与那城歴史民俗資料館で「２０１６年度
発掘調査速報展」（主催・同市教委）を開催し今回の出土資料を紹介してい
る。問い合わせは同資料館、電話０９８（９７８）３１４９。

【勝連城跡】 沖縄県うるま市にあり、１９７２年に国史跡に指定された。１２～
１３世紀に地域の豪族によって築城され、１４～１５世紀には海外交易で栄えた。
琉球王国が沖縄全体を治めていく過程で、１４５８年に１０代目城主の阿麻和利
（あまわり）が王府軍に敗れ、廃城した。その後、１７世紀ごろまで地域の人々が
利用していたとされるが、詳細は不明。

【ローマ帝国】（紀元前２７～１４５３年） 古代、地中海沿岸を中心に、周辺
地域を領土としたラテン人の国家。最盛期には地中海沿岸全域に加えダキア、メソ
ポタミアなど広大な領域を版図に持った。

【オスマン帝国】（１２９９～１９２２年） 約６００年、現トルコのコンスタ
ンティノープルを中心に栄えた多民族のイスラム国家。オスマン朝トルコとも呼ば
れる。

勝連城跡で古代ローマ銅貨出土 国内初
（沖縄タイムス 2016年9月27日 08:08）
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世界最古の釣り針、沖縄で発見 2万3千年前の貝製

沖縄県立博物館・美術館（田名真之館長）は１９日までに、沖縄県南城市の観
光施設「ガンガラーの谷」にあるサキタリ洞遺跡で、世界最古となる２万３千年
前（後期旧石器時代）の貝製の釣り針を発見したと発表した。同館によると、旧
石器人が水産資源を取るための道具の発見は国内で初めて。また今まで発見され
た人骨や動物遺骸が３万５千～３万年前のものとする分析結果も紹介。旧石器人
が同時期に沖縄島に渡来し、継続居住したことを示す成果だとしている。
出土したのは、ニシキウズ科の巻き貝の底部を割り、磨いて作った小型の釣り針
で、幅約１４ミリの完成品１点（約２万３千年前）と未完成品の先端部１点（２
万３千～１万３千年前）。地表から約１メートルの深さで確認された。
これまで東ティモールの遺跡で発見された２万３千～１万６千年前の釣り針が
世界最古とされてきたが、今回発見された釣り針はそれと同列の世界最古のもの
だが、保存状態がよく、年代の確実さが高いという。
同館によると、日本の旧石器時代に、釣り針などの道具を使って漁労活動をし
たことを示す遺物は見つかっておらず、今回の発見でその暮らしぶりが初めて明
らかになった。
合わせて、２０１０年５月に発見された同遺跡の最古の人骨（幼児部分骨）は
約３万年前のものだったことや、食料とみられるモクズガニやカワニナ、焼けた
シカの化石が約３万５千年前の遺物だったとの検討結果も紹介。沖縄島への人類
の渡来が、３万～３万５千年以上前である可能性があると説明した。
遺跡からは、これまでに約１万４千年前の石英製石器や約２万年前の貝器など
も発見されており、同館では遺跡での居住の証拠が約２万年にわたり続いている
としている。同成果は、米国科学協会紀要（ＰＮＡＳ）に掲載される予定。

■国内最古の発見相次ぐサキタリ洞遺跡
サキタリ洞遺跡では国内最古の発見が相次いでいる。国内最古（２万３千～２
万年前、旧石器時代）の貝製のビーズ（装飾品）と道具が発見されたほか、同じ
地層から人骨も見つかった。道具と人骨が同じ時代の地層から出土し、人類の活
動痕跡が確認された例としても国内最古となった。
ほかにも、９千年前より古い地層から、埋葬された可能性のある人骨が見つ
かっている。
沖縄では旧石器時代の人骨が多く見つかっており、サキタリ洞の近くにある
「港川フィッシャー（割れ目）」からは、２万年以上前の化石人骨「港川人」が
出土している。

（沖縄タイムス 2016年9月20日 05:00）

約３万年前のものと見られる人骨＝１７日、那覇市おもろまちの県立博物館・美術館

沖縄県南城市のサキタリ洞遺跡で出土した世界最古となる約２万３千年前の釣り針＝
17日、那覇市の県立博物館・美術館
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